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●友好クラブ 

 韓国・龍仁ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3600 地区 

 台湾・台中文心ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 3461 地区 

●姉妹クラブ 

 千曲川ロータリークラブ 

  国際ロータリー第 2600 地区 

●提唱インターアクトクラブ 

 光明学園相模原高等学校 

                                     
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
         
 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     〇近 況 

現在、相模原市にてレボックス㈱という自動 
車ガラス、鉄、スマホのディスプレイ、フイル 
ムの検査装置及び検査用の光源を柱として、そ 
して植物育成や鮮度保持など、光技術を応用し 
た製品を設計製造する会社で、代表を勤めてお 
ります。 

2001 年 1 月、27 歳で 1 人創業し、現在 23 
歳～72 歳まで幅広い年齢層で、53 名の社員が 
一つのチームとなって運営しています。いろい 
ろな課題が目の前に顕われては解決を探る中、

私が人生をかけてやることがようやく見えて

きました。 
 

 

   

    
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
              
鎌田 英洋 

〇生い立ち 

私は、昭和 48 年 2 月に大雪山と丘の風景が 
美しい北海道美瑛町で農家の長男として生まれ、 
家族構成は父方の祖父母、父母、弟の 6 人で暮 
らしていました。先祖は、父方は富山県高岡市 
から、母方は香川県観音寺市から、1890 年代 
に厳しい自然を知りながら、理想郷をつくろう 
と渡ってきた開拓民でした。  
〇幼少期の転機と父母の能力 

 農家の長男で跡取りと期待されていましたが、 
私が 4 歳の時、父が肝臓を患い医者から農家を 
続けることは無理と言われ、祖父は離農を決意 
し、30 ヘクタールの畑を売り、札幌でアパート 
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経営をする選択をしました。父は療養しながら、

小さな和菓子屋で職を得て、母はしっかりと健康

面をサポートして、父は健康を取り戻し、定年ま

で勤め上げることができました。母は、30 部屋ほ

どの管理業務をして、独身入居者の風邪がわかれ

ば、お粥や果物を届け、共働き夫婦の子供を預か

ったり、退出時には泣いている人がいるほど慕わ

れていたことを思い出します。 
〇小学生のエピソード 

    「どらえもん」に夢中で、どらえもんが創られた 
未来では自動車が空を移動し、人はタケコプター

やどこでもドアで移動し、時空を超えるのはタイ

ムマシン、その通りの未来都市を空想する少年で

した。小学三年の夏休み、未来の世界に行きたく

て、タイムマシンに乗る決心をし、のび太がそう

しているように、自分の学習机の引き出しを開け

て飛び乗ったのです。当然、引き出しは壊れ、タ

イムマシンには乗れず、私はがっかりしました。

もの音で慌てて駆け付けた母は、机の引き出しを

直す息子の姿をみて呆れ、言葉を失っていました。 
〇青年期 

     何かをつくるという仕事を志して、建築や土木 
に興味を持つ一方で、大量生産・大量廃棄の世界 
に違和感のあった私は、環境工学科のある北見工 
業大学に進学して、ラグビー部に入り仲間とツー 
リングなど４年間を謳歌しました。就職はあまり 
勉強しなかったこともあり、営業職を探しました。 
〇社会人 

1996 年 4 月、産業用機械の商社に入社。営業 
するのであれば、世界を相手に仕事をしたいと選 
択しましたが、私は新しい事に自由に挑戦できる 
場だと勘違いしていました。建設機械の代理業務 
を行う部署に配属され、新しい商材を勝手に探し、 
新規顧客開拓を好きで行いました。 
そんな調子だったので、一番最初の受注はブル 

ドーザーではなく、江の島片瀬漁業組合の 300 万 
円の漁船乗組員の休憩所でした。「会社が君に何 
を期待しているか判るかね？」と散々な評価でし 
た。好きなことをしていたので、ほぼ毎日１時間 
程度、上司の机の横で指導されました。しかし、 
一方で顧客には気に入られ、新規顧客開拓では実 
績を上げることができました。 
 

 
 

そして縁があって、相模原市内の建設会社のお 
嬢さんと結婚しました。 
〇転 職 

 2000 年 5 月に義父から、「子会社でフィンラン 
ドの住宅構造用集成材工場に行かんか？」という 
機会をもらい、転職しました。しかし、その会社 
は品質の悪化、為替の急激な変動などが重なり、 
会社を整理することになり、転職後わずか６ヶ月 
で無職となりました。 
〇起 業 

帰国して、義父から「かまちゃん、自分の手で 
自由に人生を創ってみてはどうや？」の言葉に背 
中を押され、自分が心からやりたいと思う仕事を 
思いっきりやろうと、不安より希望に胸を膨らま 
し、「地球環境を整える事に貢献する」を目的と 
した会社を 2001 年 1 月 4 日に設立し、一人起業 
家としての人生がスタートしました。 
〇起業してからの１年 

信用ない、お金ない、実績ない会社は商品を取 
扱いさせてもらえないという現実に直面したスタ 
ートで、夢は大きくても現実には商売になりませ 
ん。女房と生後 5 か月の子供がいましたので、仕 
事を選んでいられません。ベンチャー企業の営業 
代行、不動産会社の営業サポートや鍵の交換、夜 
間の土木工事現場と、日々の糧を得るため、お金 
になることは何でもやり、必死でした。 
最初の年は、額面の給与が初任給より安い 15 

万円で、母は大変に心配し、義理の兄からは「か 
まちゃんには無理だよ」と言われましたが、必死 
に商売を続けることにこだわった私は、１年目に 
「商い」で最も基本で大切な事を学びました。 
 それは「お役に立ち、喜ばれること」です。会 
社の都合ではなく、目の前の人の抱えている困り 
事を掴み、その人のお役立つことです。仕事とは、 
その一点だと思います。 
〇２年目以降 

環境を念頭に置いた商材を扱い、探す中で、用 
途開発中の新しいテクノロジー白色 LED と出会 
いました。私はそれでお役に立てる事を考え、電 
子回路の判らない私はパートナーを探しました。 
川崎市で同じく 27 歳で創業し、毎晩船で釣り 

に出かけているアイトリプル創業者、三留正浩を 
 



 

         
インターネットで発見し、会いに行きました。彼 
は設計と製造のプロでした。看板に組み込むこと、 
壁一面を光らせる建築照明や、地面に埋め込んだ 
り、リスクが高くて他社ではやりたがらない案件 
に「自信があります」と果敢に挑戦して、商店建 
築では有名な会社と順調に成長してきました。 
 14 年経った今でも、羽田空港の第一ターミナル 
の天井照明は現役で活躍しています。「いまやる、 
すぐやる、できるまでやる」を胸に、設計から製 
作、営業を 2 人でこなし、毎晩 2～3 時頃に三留 
か私、どちらかが先になだれ込むように床に寝る 
という毎日を 3 年間を過ごしました。 

そして、決定的に商店建築の地位を築くであろ

うルイ・ヴィトンの銀座数寄屋橋ビル新築工事と

いう案件の売上げ８億円内示を 2008 年の夏にも

らい、設計開発ツールを整え、準備をしていて、

ちょうどこの時に会社名をレボックス㈱とし、光

関連の専門会社と「光で未来を変えてゆく」と理

念の変更をしました。 
しかし秋が過ぎ、12 月に入っても正式な注文書

が来ない・・・、一本の電話が鳴りました。「リ

ーマンブラザースが倒産したことによる影響で、

この数寄屋橋プロジェクトは白紙に戻します」と。 

「会社がおかしくなる」と直観しました。悩みぬ

いた決断が、建築業界への営業活動はしない。 
本当に我々の技術が役に立ち、喜んでくれる業

界は日本の基幹産業で、工場の中と照準を定めま

した。目視検査の自動化装置への貢献。そこでは、

蛍光灯やクラシカルな光源が多数使われていて、 

ここへ LED 化製品の開発を開始しました。 
社員の努力と頑張りによって、世界一の明るさ

を実現した「SLG-50」という検査装置用の光源

が一年後に完成しました。韓国の大手電機メーカ

ーから約300台で約１億円分の注文が入りました。 
その後、台湾・オランダ・日本の会社が導入を決

めて、一気に息を吹き返し、今の事業に続きます。 

〇３つの気づき 

その後、私は 5 年の間に 3 度死線を彷徨う病気

をし、３つの大切な事に気付かせてもらいました。 
１つ目：肉体は、自分の本質ではないこと。 

 

 
 

何とか会社が持ち直し、黒字決算で締めてほっ 
としていた頃、好きなお酒が美味しいと感じない 
日々を過ごしていた頃、ある日突然に胃が痛くな 
り病院へいきました。精密検査の結果は、胃ガン 
のステージ３B。妻は泣き崩れました。私は「絶 
対治る」と信じて手術台に向かいました。 
手術が終わって目を覚ますと、この世と思えな 

い痛みがお腹に走っていました。あまりの痛みに 
歯を食いしばって奥歯が欠けるほどでした。その 
時に、不思議な感覚を掴みました。「痛いと感じ 
ている」と客観的にみている自分がいました。肉 
体と自分の本質は違うところにあると理解しまし 
た。そして、この肉体の不思議さを感じました。 
２つ目：人間は 100％死ぬということ。  

1 ヶ月の入院後、2 週間後には復帰し、顧客の 
ところへ行き、3 ヶ月後にはスイスに出張へ行き 
ました。三留や社員に支えられながら、仕事に復 
帰した一年後、2011 年 11 月台湾の出張中に腹痛 
となり、あまりの痛みと苦しさが 8 時間続き、我 
慢ができず救急車を呼び、台北市民病院に搬送さ 
れ、腸閉塞になったことが判りました。飛行機の 
チケットがその日の夕方だったので、死ぬなら日 
本だと、逃げるようにして病院を後にしました。 
腸が破裂したら終わりだと想い、死が現実のも 

のと受け止めることができました。 
３つ目：この肉体で体験している事は貴重な体験 
だということ。40 日の絶飲食を続けたその後、完 
治し復帰し、また仕事をしました。2 年後、出張 
先の長野で腸閉塞となりました。松代の市民病院 
で１週間たっても治らず、結局、町田のかかりつ 
けの胃腸病院で開腹手術となりました。40 日間、 
鼻からイレウス管という直径 5ｍｍ程度の固いチ 
ューブを 3ｍ程度入れて、苦しさが 24 時間続き、 
まともに寝られず、絶飲食でした。65 ㎏あった 
体重は 48 ㎏まで減りました。 

家族 4 人で手を合わせて「いただきます」と言 
って、食卓を囲んでご飯を食べ、仕事をして、家 
に帰って、風呂に入って寝るというような普通の 
生活が何て有難いのだろうと心から思いました。 
そして、いくら想いや志があっても、この肉体が 

＜裏ページに続く＞ 



 

 
健康でいなければ、何もできない。 
生まれてきた目的について考えてきました。今

の仮説は、「肉体を使って生きているこの人生は

とても貴重な体験で、良い事、悪い事というのは

実はない」ということ。困難を楽しみながら克服

していくことが人生ではないかということです。 
挑戦という困難を自分で設定し、失敗しては学 

び、成功しては自信をつけ、そして失敗を死ぬま 
で繰り返してゆくことが、人生なのではないかと

思っています。   

○志の探究 

そんな私の志は、「人類が創造性や芸術性を発 
揮する社会の礎を創る」ということです。具体的 
に、どのようなことかというと、世界のロボット 
化、自動化に貢献して人類から３K（きつい、き 
たない、危険）労働を追放することです。 
日本は少子高齢化という社会構造に突入して

いき、働き手が減っていきます。世界は人口が増

加し、2050 年には 97 億人と予測されています。 

我々は光技術をビジネスの道具として、ロボット

の「目」となる画像認識システムをつくり、世界

の生産工場や農場、そして産業廃棄物の機械化に

貢献します。 
病気を繰り返しながら、人生の探究をしてきま 

した。私は、16 年間の起業家としての人生を振り 
返った時、「もう無理かも」と嘆きながらも、「役 
立ち、喜ばれるもの」を創ってきました。そして、 
世界は、人間が創造したもので溢れていることに 
気付きました。誰もが創造主なのです。言葉、物 
語、歌や音楽をつくり、火を使って料理をし、衣 
服を創り、靴をつくり、自転車、自動車、飛行機、 
ロケット・・・。 誰がつくったのでしょうか？ 

創ると決めた人間が、力を合わせて創ってきた 
のです。私は、人間に与えられた最も大切な能力 
は「創造すること」だと気づきました。その能力 
を発揮する世界をつくることに、ロボットは貢献 
できると信じています。 
私は事業を通じて、みんなで発展的で貧困や戦 

争の無い平和な世界をつくっていきます。本日は 
有難うございました。ご清聴を感謝します。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
今年も残すところあと１月余りとなりました。 

ついこの間、2017 年に入ったばかりのような気が 
するのに、本当に 1 年が早く感じます。とはいえ、 
台湾やフィリピンに行ったり、40 周年式典の準備 
で忙しくしていたのも今年のことですし、私事で 
すが、会社でも比較的大きな変化があったり、家 
族が大病したのも今年に入ってからだったと思う 
といろいろとあって長かったような気もします。 
ロータリーでも今年度の行事に加え、いよいよ 

次年度に向けて研修などが始まっており、慌ただ 
しい日程となっております。直近では、先週金曜 
には鎌倉で増強セミナーがあり、横溝幹事に出席 
してもらいました。土曜は米山奨学会主催の国際 
交流会があり、横溝幹事と私とで奨学生や学友が 
作った各国の料理を戴いてきました。金沢ガバナ 
ー補佐と当クラブ奨学生の張さんも一緒でした。 

奨学生全員が自国の料理とはいえ、作れるのか 
なと思っていましたが、故郷のお母様に電話して 
作り方を聞いたりなどしているそうです。 

奨学生からカウンセラーに手紙とプレゼントを 
渡すイベントがあり、私が阪西会員の代理で受け 
取ってきました。阪西会員始めクラブの皆様宛て 
ということです。 
江ノ島クリーンキャンペーンも同様でしたが、 

国際交流会も例年と比べ、参加者も多く盛況だと 
いうことでした。米山奨学会自体の活動の成果は 
もちろんのこと、大谷ガバナーのもとで地区の活 

動が全体に活性化しているような気がします。↗ 
 



 
 

大谷ガバナー年度のガバナー訪問は、本日の相 
模原南 RC で最後になるそうで、金沢ガバナー補 
佐もガバナー訪問 2 週間前も含め、各クラブに 2 
回、当クラブを除いても半年間に 22 回の他クラ 
ブの訪問をこなしたことになります。本日は欠席 
されていますが、本当にお疲れ様でした。 
また本日、指名委員会があり、来週は皆様に次

年度理事役員の承認を頂くことになります。次年

度理事役員候補者の方は、ロータリー精神に則り

気持ち良く受けて頂くようお願い致します。 
 

    幹事              横溝 志華 

当日は渋滞にはまり、30 分程遅刻してしまいま 
    した。先に、日産自動車執行役員の星野朝子さん

の記念講演が始まっていて、日産では今年、新車 
    を発売がなく、元からあった車を矢沢栄吉さんの 
    CM でチャレンジして、売り上げを増やしたそう 
    です。当クラブも今年度、1 人も増強ができてい 
    なのですが、チャレンジが必要かと思います。会 
    長と共に頑張っていきます。  （概要にて掲載） 
 

    

      ●中村 昌治君（相模原ｸﾞﾘｰﾝＲＣ） 

     本日メイクで伺いました。宜しくお願い申し上 

     げます。 

●冣住会長、横溝幹事 

    ①本日お祝の藤本会員、おめでとうございます。 

②鎌田会員、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ楽しみにしています。 

③グリーンＲＣの中村様、ようこそ。ありがとう

ございます。 

●藤本 恵介会員       

    ①ようやく丸２年経ちました。まだまだ分らない 

ことが多いですが、よろしくお願い致します。 

②鎌田さん、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ楽しみです。宜しく 

お願い致します。 

    ●丸子 勝基会員 

    ①ご無沙汰しました。久し振りの例会楽しみです。 

    ②鎌ちゃん、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ、頑張って下さい。 

●黛 裕治会員 

①11月入会記念日祝の藤本さん、おめでとうござ 

います。 

②鎌田さん、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ楽しみにしています。 

 

 

 

●川合 貞義会員 

友好都市・中国無錫市へ市長の親書を持って、 

４日間行って、昨日の夜、帰ってきました。 

無錫市の友好協会と当相模原市友好協会の友好 

親善の締結を結んできました。無錫市は良い所 

です。毎年、訪問していますので、ぜひ皆さん 

も一緒に行きましょう。 

●小野 孝会員 

①入会記念日祝の藤本さん、おめでとうございます。 

②ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁの鎌田さん、楽しみです。  

●中里 和男会員 

 入会記念日祝の藤本さん、おめでとうございます。 

●田後 隆二会員 

①藤本さん、入会記念日祝おめでとうございます。 

11月は 1人ですか! 

②鎌田さん、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ楽しみです。 

●瀬戸 裕昭会員 

①ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁの鎌田会員、ご苦労様です。 

赤裸々なお話、期待してま～す。 

②藤本会員、入会記念日祝おめでとうございます。 

●佐々木 敏尚会員 

本日お祝の藤本さん、おめでとうございます！ 

●大塚 正浩会員 

①入会記念日祝の藤本さん、おめでとうございます。 

②鎌田会員、ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ宜しくお願いします。 

●江成 利夫会員 

①ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁの鎌田会員、宜しくお願いします。 

②入会記念日祝の藤本会員おめでとうございます。 

●伊倉 正光会員 

①鎌田会員のｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ、楽しみにしています。 

②藤本会員、入会記念日祝おめでとうございます。 

●阿部 毅会員 

①鎌田会員、本日のｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁ、楽しみです。 

②藤本会員の入会記念日を祝して。 

●阪西 貴子会員 

①入会記念日祝の藤本さん、おめでとうございます。 

②ｲﾆｼｪｲｼｮﾝｽﾋﾟｰﾁの鎌田さん、宜しくお願い致し 

 ます。 

●櫻内 康裕会員 

①本日お祝の藤本会員、おめでとうございます。 

②本日は途中退席致します。鎌田会員のｲﾆｼｪｲｼｮﾝ 

ｽﾋﾟｰﾁが聞けなくて、すみません。 

 



 
 

 

報告事項 

    １．第２７８０地区ガバナー事務所より 

①第７回インター・ローターアクト委員会／アク 

ターズミーティング開催のご案内 

     下記にて開催致しますので、ご出席をお願い致 

します。 

     日時：12月 9日（土）13:00～委員会  

14:00～ミーティング 

     場所：第一相澤ビル  登録締切：12月 4日 

②「職業奉仕月間」（１月）卓話者派遣について 

のお知らせ 

     この度の派遣の要請にあたり、下記にて卓話者

が決定しましたので、ご連絡致します。尚、当

日はパワーポイントでの卓話を予定していま

すので、機材のご用意をお願い致します。 

     卓話日：1 月 23 日（火）例会 12:30～13:30 

卓話者：地区職業奉仕委員 櫻内康裕氏 

（相模原中ＲＣ） 

  

    ＜理事会報告＞ 

    ①指名委員会より、次年度理事役員候補者名簿 

     の提出。 

 

例会プログラム 

１２月 ５日年次総会「次年度理事役員の発表・ 

        承認」江成指名委員長、会長 

              定例理事役員会 

  １２日卓話 豊岡会員、藤本会員 

  １９日→１８日（月）移動例会 

      「年末家族例会」 

    18:30～「ｾﾝﾁｭﾘｰﾎﾃﾙ相模大野」 

  ２６日例会取止め（定款第６条により） 

 

 

 

 ●事務局 〒252-0239 相模原市中央区中央 3-12-3 

               相模原商工会館３Ｆ 

       TEL 042-758-5750  FAX 042-758-1605 

 ●例会場 相模原市民会館「あじさいの間」 

   〒252-0239 相模原市中央区中央 3-13-15 

       TEL 042-752-4710 FAX 042-753-2000 

●Ｅ-mail:rotary@tbg.t-com.ne.jp          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・藤本 恵介会員 

2015 年 11 月 17 日      

 

例会記録 

点  鐘  １２時３０分 

場  所  相模原市民会館「あじさいの間」 

司  会  黛 裕治 ＳＡＡ 

斉  唱  ロータリーソング 

「それこそロータリー」 

ソングリーダー 藤本 恵介会員 

ビジター   中村 昌治君（相グリーンＲＣ） 

出席報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●例会日 毎週火曜日 １２：３０～１３：３０ 

●編 集 親睦活動委員会 

 委員長：豊岡 淳 副委員長：藤本 恵介 

 委員：老沼 秀夫、田所  毅、佐々木敏尚 

    諸隈  武、高本 昌敏、横江 利夫 

    山之内 洋、鎌田 英洋、三留 正浩 

●http://sagamihara-naka.sakura.ne.jp 

会 員 出席（出席対象 28名） 事前メイク者 
３９名 ２６名 ２名 
欠席者 本日の出席率 修正出席率(11/14) 
４名 ８７．５％ ９３．７５％ 


